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１９春闘の山場である、３月１３日を迎えました。 

全体の傾向として、前年を下回る金額で妥結していま

す。春闘の三大要素は「情勢」「会社の支払い能力」「組

織力」です！ 

定期中央委員会で決定した要求を貫徹するために、職

場討議資料を活用し、３月１５日の回答指定日に向け

て、引き続き職場からたたかいをつくり出そう！ 

 

電機や自動車など大手企業の 2019 年春闘は 13

日、労働組合の要求に一斉回答する集中回答日を迎

えた。相場形成を主導してきたトヨタ自動車は、ベ

ースアップ（ベア）に相当する賃金改善分や定期昇

給などを含む月例賃金総額が 1 万 700 円増で事実

上妥結。要求額（1 万 2000 円増）前年実績（1 万

1700 円増）をともに下回った。 

年間ベースで回答してきた一時金については、約

50 年ぶりに夏季分のみ回答し、冬季分は改めて協

議する。 

（時事通信３月１３日１０時１８分配信記事より引用） 


